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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 1

1 1

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 21 2 年 分

分 3 年 4 3 3 年 分

分 3 年 3 4 2 年 分

分 3 年 5 5 2 年 分

分 1 年 20 7 2 年 HT 分

HT 分 3 年 12 13 2 年 64 分

分 3 年 8 18 3 年 分

分 3 年 7 25 1 年 分

分 2 年 6 9 2 年 HT 分

分 3 年 10 11 3 年 分

分 1 年 24 23 1 年 57 分

分 1 年 21 12 2 年 分

分 2 年 19 2 3 年 分

分 1 年 26 15 2 年 分

12 分 3 年 9 8 3 年 分

分 2 年 14 16 3 年 分 9

分 2 年 15 28 1 年 分 13

分 1 年 22 6 3 年 分 7

分 1 年 25 14 3 年 分 23

分 2 年 16 17 3 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 11 0 － 1

分 3 0 － 2

分 7 1 － 2

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 小西　悠子令和５年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技〈女子の部〉 三位決定戦 15

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 𠮷田　陽一 記  録 西畑　拓人 竹嶋　努 観 衆 169

主  審 小西　悠子 副審１

日  時 2023 6 4 13 ００ キックオフ 会  場 三木総合防災公園第2陸上競技場

天  候 晴れ 弱風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

中川　香 副審２ 松下　昂佑 第４の審判員 脇谷　咲花

 チーム名 kick off

1

前半

2

 チーム名

六甲アイランド高校 後半 姫路女学院高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 垣本 茉奈香磯部　美晴 GK

DF 木虎 小菜美 1*安達 紗耶夏 DF

DF 林田　真心木内　美里 DF

DF 中井　星良 1 1井上　琴葉 DF

MF 桃柄　来夏村上　奏 DF

MF 大野　   杏杉本 穂乃華 MF

MF 森田　希夏坂本　優菜 MF

MF 北山　日那 11* 土井　天音 MF

FW 長谷　莉心影本 真衣夢 MF

FW 立野　心愛 3* 1筒井　望月 FW

FW 奥本　愛生 1 1南　凛 FW

GK 松下　葉音久保田　優空 GK

DF 藤本　織羽中村　陽菜 DF

DF 湯浅　志穏岡田　愛理 MF

MF 孝橋 日瑶里孝久 ことね MF

MF 井上　夢菜 1川崎 ひなた MF

MF 寺澤　汐梨 1松本　彩音 MF

FW 淺見　花乃南　凛 FW

FW 三輪　愛梨岡田　愛理 MF

FW 佐野 美優羽二木 はるか FW

1 1 0

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

6 6 12

事 由前半 後半 合 計 時 間

0 0 0

12 6 6 Ｇ Ｋ 3 1 4

3 2 1 Ｃ Ｋ 3 4 7

間接ＦＫ1 0 1

2 直接ＦＫ 3 1 44 2

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得
 
点
 
経
 
過

27 姫路女学院 立野 中央 11

68 姫路女学院 木虎 左CK

S

70 六甲アイランド 土井 左 4 ∩ → 中央 7

3 S 直接

H

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 祥雲館　／　有馬 氏 名 浅野　／　平家　

晴れ渡る空の下、六甲アイ４－４－２、姫路女学院３－４－３の布陣で試合開始。六甲アイはハイプレスからボールを奪いFW⑩筒井にシンプルに繋ぐ速い攻撃

を狙う。一方姫路女学院は、ポゼッションを高めながら㉓奥本の裏への抜け出しや両サイドを広く使った多彩な攻撃で六甲アイゴールを目指す。多彩な攻撃から

徐々に六甲アイゴールに迫った姫路女学院は、27分、PA内でボールを受けた⑪立野がDFを背負いながら振りぬき先制点を挙げる。前半はこのまま終了。後半

は姫路学院が両サイドを広く使った攻撃でさらに攻勢を強める。右サイドに投入された姫路女学院⑯井上が攻撃の起点となり、再三チャンスを作るが、六甲アイ

も集中した守備でゴールは割らせない。50分には、姫路女学院の攻撃を凌いだ六甲アイが左CKを獲得。相手DFの隙をついてショートで繋いで⑩筒井が質の高

いクロスを上げたが、姫路女学院GK㉑垣本がセービング。お互い決めきれない状況で迎えた69分、姫路女学院③木虎の左CKが直接決まり、姫路女学院がリー

ドを広げる。このまま終了するかと思われた70＋1分、六甲アイも左CKを獲得。一度は跳ね返されるも④安達が左サイドからクロスを上げ、⑦土井がヘディン

グで押し込み一矢報いたが、ここで試合終了。最後まで攻める姿勢を貫いた両チームの健闘を称える。


